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審
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賛
否
明
解　

論
点
は
「
町
民
の
幸
せ
」

07 06

令和 8 年度当初予算を審議する 3 月定例会。
議員全員で慎重に審議し、一般会計（全員賛成）、他 5 会計（賛成多数）
について可決した。
峯岸町長の所信表明には「少子化対策充実・強化」「地域内経済循環の促進」

「教育施策の充実・強化」「健康長寿事業の積極的展開」の４つの重点施
策の推進をさらに加速し、第６次寄居町総合振興計画後期基本計画の総
仕上げの年に！との決意が述べられた。１期４年、峯岸町政が積み上げた
成果をどう展開するのか？ 重点施策ごとの各議員の質疑を紹介する。

峯岸町政１期4年の

「集大成」となる予算は

　 少子化対策充実強化（主な事業：学校給食費・保育料無償化、城南小学校区学童新設事業）

　　　　　　　　　　　　　　　　　地域内経済循環の促進   （主な事業：地域通貨Yori-Ca事業、住宅改修資金補助金）

令和8年度一般会計予算 154億1783万円
前年度比 約13億600万円（9.3％）増 大 型事業 始まる

 

問 

保
育
料
の
完
全
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
何
度
も
要
望
し
て
き
た
が
、
財
源
の
問
題
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ど
の
よ
う
に
捻
出
し
た

の
か
。

 

答 

令
和
８
年
度
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
当

て
る
こ
と
に
し
た
。

浅見玲子議員

保
育
料
完
全
無
償
化
の

財
源
は

 

問 

公
立
保
育
所
で
の
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け

入
れ
が
可
能
に
。
保
育
所
の
整
備
体
制
は
。

 

答 

男
衾
保
育
所
で
２
名
の
対
象
児
童
が
入
所

予
定
。
日
常
的
に
医
療
的
ケ
ア
（
経
管
栄
養
等
）

が
必
要
な
た
め
、
２
名
の
看
護
師
を
配
置
す
る
。

生
活
面
で
は
、
２
名
と
も
通
常
の
保
育
に
参
加
が

可
能
な
た
め
、
保
育
士
の
加
配
は
状
況
に
応
じ
て

対
応
す
る
。
今
後
、
必
要
で
あ
れ
ば
、
保
育
士
へ

の
医
療
的
ケ
ア
に
関
す
る
研
修
も
検
討
す
る
。 鈴木詠子議員

医
療
的
ケ
ア
児
の

受
け
入
れ
体
制
整
備

 

問 

児
童
措
置
費
減
額
の
理
由
は
。

 

答 

令
和
６
年
10
月
か
ら
児
童
手
当
に
つ
い
て

は
、
高
校
生
年
代
ま
で
児
童
手
当
の
拡
充
・
第
３

子
以
降
の
支
給
額
を
３
万
円
に
増
額
・
所
得
制
限

の
撤
廃
等
の
拡
充
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
の
支
給

状
況
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、
出
生
し
た
子
ど

も
の
数
や
対
象
児
童
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
減
額
と
な
っ
た
。

吉田林藏議員

児
童
手
当
が
拡
充
さ
れ

た
が
対
象
児
童
は
減

 

問 

よ
り
い
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
の
補
助
金
が
減
額

さ
れ
た
。
町
民
が
求
め
る
の
は
寄
居
町
な
ら
で
は

の
名
産
品
や
お
土
産
だ
。
一
品
で
良
い
の
で
町
が

主
体
と
な
っ
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

 

答 

昨
年
度
は
70
周
年
記
念
事
業
だ
っ
た
が
、
８

年
度
は
例
年
ど
お
り
の
予
算
計
上
と
な
っ
た
。
ブ

ラ
ン
ド
研
究
会
の
議
論
で
新
た
な
名
産
品
の
ア
イ

デ
ア
も
あ
る
。
今
後
あ
る
程
度
の
生
産
量
が
見
込

め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
予
算
の
増
額
も
検
討
。 本間政道議員

町
民
が
求
め
る

町
の
名
産
品
を
！

 

問 

令
和
８
年
度
は
各
種
無
償
化
や
城
南
小
学

校
の
建
設
事
業
費
等
、
大
型
事
業
に
よ
る
予
算

が
編
成
さ
れ
た
。
財
政
の
見
極
め
は
大
丈
夫
か
。

 

答 

物
価
高
騰
に
よ
る
経
常
経
費
増
加
の
影
響
は

大
き
く
、
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
も
大
幅
に
増
加
し

た
。
厳
し
い
状
況
下
だ
が
、子
育
て
世
代
へ
の
支
援

の
ほ
か
、町
の
課
題
に
果
敢
に
取
り
組
む
た
め
、積

極
的
な
予
算
編
成
を
行
っ
た
。今
後
も
特
定
財
源
や

税
収
の
確
保
を
図
り
、健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。 𠮷田正美議員

大
型
の
予
算
編
成

財
源
は
大
丈
夫
か

 

問 

特
定
の
目
的
の
た
め
の
基
金
（
積
立
金
）
は

将
来
へ
の
備
え
で
あ
る
と
同
時
に
、
町
の
成
長
の

た
め
の
財
源
で
も
あ
る
。
人
口
対
策・産
業
振
興・

医
療
介
護
対
策
な
ど
町
と
し
て
基
金
を
活
用
し

た
政
策
投
資
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

 

答 

基
金
の
設
置
目
的
や
町
の
課
題
、
将
来
の
事

業
予
定
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
管
理
と
運
用

に
努
め
る
。

原口　孝議員

基
金
の
役
割
を

明
確
に
す
べ
き

 

問 

住
宅
改
修
資
金
補
助
金
の
事
業
効
果
は
10

倍
以
上
あ
り
、
地
域
内
経
済
循
環
を
促
進
し
て
い

る
。
今
年
度
、
予
算
の
増
額
と
次
年
度
へ
の
繰
越

し
で
、
町
民
が
さ
ら
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

 

答 

改
修
工
事
が
年
度
内
に
終
了
し
、
確
認
立
ち

会
い
が
必
要
で
、
２
月
末
に
は
改
修
完
了
し
て
い

る
こ
と
が
条
件
の
た
め
、
前
年
度
と
同
じ
予
算
額

１
０
０
０
万
円
と
し
た
。

大澤　博議員

地
域
産
業
を
支
え

経
済
循
環
促
進

地域内経済循環の促進

 

問 

公
会
堂
は
各
行
政
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

や
自
主
防
災
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
、
拡
充
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
整
備
事
業
補
助
金
」
の
内
容
を
伺
う
。

 

答 

ト
イ
レ
の
洋
式
化
・
空
調
設
備
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
か
か
る
補
助
率
を
従
来
の
３
分
の
１
か

ら
４
分
の
３
に
引
き
上
げ
、
さ
ら
な
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

稲山良文議員

公
会
堂
施
設
整
備
へ
の

補
助
金
拡
充

過去
最大

𠮷澤康広議長


